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古
代
に
お
い
て
「
水
陸
万
頃
」
と
た
た
え

す
い

り
く

ば
ん

け
い

ら
れ
た
胆
沢
平
野
で
の
稲
作
の
歴
史
は
古
く
、

２
千
年
前
の
弥
生
時
代
中
期
に
は
始
ま
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
水
下
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
石
包
丁
は
そ
の
証
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

石
包
丁
は
包
丁
の
名
を
持
つ
が
調
理
器
具

で
は
な
く
、
稲
の
穂
を
摘
み
取
る
た
め
の
道

具
で
あ
る
。
昭
和

年
の
冬
、
か
ん
が
い
用

52

水
の
工
事
中
に
２
つ
の
石
包
丁
が
見
つ
か
っ

た
。
掘
り
上
げ
た
土
砂
か
ら
発
見
さ
れ
、
地

表
下
１
俊
ほ
ど
の
地
層
に
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
縞
模
様
の
浮
か
ぶ
石
は
阿
武
隈
山
地

（
宮
城
県
～
群
馬
県
）
が
産
地
と
思
わ
れ
る

粘
板
岩
で
、
緩
や
か
に
湾
曲
し
た
背
面
な
ど

か
ら
東
北
地
方
南
部
で
製
作
さ
れ
、
こ
の
地

に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

石
包
丁
の
発
見
は
こ
れ
が
県
内
初
で
あ
り
、

ほ
か
に
は
胆
沢
城
跡
な
ど
か
ら
欠
損
品
が
出

土
す
る
の
み
で
あ
る
。
石
包
丁
の
よ
う
な
弥

生
時
代
の
遺
物
の
多
く
は
今
も
、
揺
れ
る
稲

穂
の
下
に
眠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

＝
胆
沢
区
南
都
田
字
清
水
下
＝

石
包
丁

繋長さ19.6cm、幅5.0cm、厚さ0.7cm、重量108g。現在の

鎌のような柄は無く、中央の穴に紐をつけて指を通して

持ったという 罫２点発見されたうち、１点が胆沢文化創

造センター内の郷土資料館に展示されている（もう１点は

県立博物館展示）
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